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第
三
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
祭
が
十
一
月
十
一
日(

土)

、

十
二
日(

日)

の
二
日
間
、
第

三
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
文
化
祭
は
コ
ロ
ナ

感
染
の
影
響
を
受
け
て
の
四

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
大
勢
の
人

た
ち
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

初
日
に
は
お
茶
席
が
設
け

ら
れ
、
お
点
前
を
学
び
な
が
ら
一
服
の
お
茶

を
楽
し
み
、
二
日
目
に
は
屋
台
で
の
焼
き
そ

ば
コ
ー
ナ
ー
も
盛
況
で
し
た
。

【
展
示
部
門
（
初
日
、
二
日
目
）
】

絵
画
、
手
工
芸
、
写
真
、
書
道
、
パ
ス
テ

ル
ア
ー
ト
、
生
け
花
な
ど
、
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
力
作
揃
い
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
の
方
々
が
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
（
二
日
目
）
】

前
半
は
銭
太
鼓
、
踊
り
や
ダ
ン
ス
、
太
極

拳
な
ど
、
後
半
は
カ
ラ
オ
ケ
や
詩
吟
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
や
大
正
琴
な
ど
楽
器
の
演
奏
、
混
声

合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
に
プ
ロ
の
演
奏
家
さ
ん
に
よ

る
バ
イ
オ
リ
ン
や
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏
が
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
生
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

展
示
部
門
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
に
ご
協
力
頂

い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

銭太鼓

混声合唱とバイオリン

大正琴 輪踊り

カラオケ

ハーモニカと詩吟

手工芸作品

生け花作品

展示会場の様子

小・中学生作品

幼稚園児
作品

絵画作品



《 編集後記 》

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
多
く
の
自
治
会
で

秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
以
上
休
止
し
た
こ
と
、
お
よ
び
少

子
高
齢
化
の
影
響
で
再
開
出
来
な
い
自
治

会
や
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に
は
戻
れ
な

い
自
治
会
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
も
伝
統
行
事
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
吉
田
神
社
例
大
祭
】

吉
田
神
社
は
宮
脇

の
楊
原
神
社
の
隣
に

建
ち
、
約
百
六
十
年

前
に
下
香
貫
村
を
災

厄
か
ら
守
っ
て
く
れ

た
下
香
貫
地
域
の
鎮

守
の
神
様
で
す
。

十
月
十
五
日(
日)

に
吉
田
神
社
秋
の
例
大
祭
の
神
事
が
執
り

行
わ
れ
、
神
社
氏
子
、
下
香
貫
、
中
連
合

の
役
員
、
団
体
代
表
が
地
域
の
安
泰
を
祈

願
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
自
治
会
神
輿
の
お
祓
い
も

行
う
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

塩
場
、
八
間
町
、
東
八
間
町
は
こ
の
神

社
を
氏
神
と
し
て
お
り
、
塩
場
と
八
間
町

で
は
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
自
治
会
秋
祭
り

九
月
十
六
日
（
土
）
に

第
三
地
区
セ
ン
タ
ー
に
て

減
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

減
災
と
は
災

害
に
よ
っ
て
被
る
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め

に
あ
ら
か
じ
め
行
う
取
組

を
言
い
ま
す
。

今
回
は
日
赤
指
導
員
か

ら
減
災
の
取
組
で
出
来
る

自
助
共
助
、
日
頃
か
ら
の

備
え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
等
の
講
義
を
受

け
た
後
、
実
際
に
毛
布
を
使
っ
た
避
難
所
で

の
防
寒
方
法
、
被
災
者
の
搬
送
方
法
を
体
験

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
本
知
識
、
方
法
を
よ
り
多
く
の
方
が
知
っ

て
お
く
事
が
大
切
で
す

減
災
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動

十
月
二
十
六
日
（
木
）
に
第
三
中
学
校

の
一
年
生
の
皆
さ
ん
が
我
入
道
海
岸
で
清

掃
奉
仕
活
動
を
し
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
広
場
に
集
合
し
て
四
班
に
分

か
れ
、
我
入
道
公
園
側
海
岸
か
ら
狩
野
川

河
口
ま
で
の
我
入
道
浜
と
隣
接
す
る
松
林

で
、
細
か
い
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

塩
場
で
は
多
く
の
来
場
者
の
前
で
飛
龍

太
鼓
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

子
供
の
餅
つ
き
、
投

げ
餅
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

【
西
島
町
天
満
宮
例
大
祭
】

九
月
十
七
日
（
日
）
に
神
事
と
子
ど
も

み
こ
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
福
引
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
島
郷
瓦
山
神
社
例
大
祭
】

十
月
八
日
（
日
）
に
神
事
と
子
ど
も
向

け
の
縁
日
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。

私
が
最
初
に
当
誌
編
集
に
関
わ
っ
た
の

は
令
和
二
年
の
九
月
号
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

蔓
延
と
文
化
祭
中
止
の
記
事
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
間
、
こ
の
時
期
に
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
文
化
祭
な
ど
の
行
事
中
止

の
記
事
が
定
番
で
し
た
が
、
今
号
に
は
文

化
祭
や
秋
祭
り
開
催
の
記
事
を
載
せ
る
こ

と
が
出
来
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

広
報
部
長
倉
正
彦

八間町前夜祭

吉田神社

島郷瓦山神社神事 吉田神社神事

塩場前夜祭飛龍太鼓塩場前夜祭投げ餅

西島町天満宮祭典

我入道ちびっこ広場集合

我入道浜ゴミ拾い

塩場前夜祭
子供餅つき

防寒方法体験実習

搬出方法体験実習 減災講義


